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反省」（1945 年 10 月 2 － 3 日、長野県木曽郡、『全集』19 所収）、「平和国家論」（1945 年
11 月 6 － 7 日、長野県塩尻市広丘村、『全集』19 所収）、「日本の運命と使命」（1945 年 12 月
2 日、山形県山形市、『全集』19 所収）、「日本の傷を医す者」（1945 年 12 月 13 日、東京都、
『全集』19 所収）、「国家興亡の岐路」（1946 年 2 月 11 日、大阪府大阪市、『全集』19 所


































































































































































































































































































































































































































平洋戦争か』岩波書店、2007 年第 4 刷、7－ 13 頁。



























1977 年第 2 版、289 頁。
























Takaaki Haraguchi, “A historical Assessment of Tadao Yanaihara’s view of the
Nation,” Asia Jounal of Theology Vol.21 number1,2007, pp112-123.
注
６ 矢内原忠雄「日本精神への反省」『矢内原忠雄全集』19、岩波書店、1964 年、13 頁。（以下、
『全集』）
７ 矢内原の天皇観は、「終戦六講演」を含む、以下の諸論文や著作において主に述べられている。
「日本精神の懐古的と前進的」（『理想』1933 年 1 号に掲載、『全集』18 所収）、『日本精神と平和
国家』（1946 年、『全集』19 所収）、「日本国民の使命と反省」（『世界』8に掲載、1946 年 8 月、











































04 年第 5版、394 頁）。








































































５３ 矢内原忠雄『マルクス主義と基督教』一粒社、1932 年（『全集』16 所収）。
５４ 柳父圀近「矢内原忠雄――帝国主義とファシズム批判の預言者」キリスト教文化学会編『プロ
テスタント人物史』ヨルダン社、1990 年、185 頁。同様の指摘は、藤田若雄と渡部恵一郎によっ
てもなされている。藤田若雄「戦時下の矢内原忠雄」大河原礼三編『矢内原事件 50 年』木鐸社、
1987 年、91 頁、渡部恵一郎「矢内原忠雄」藤田若雄編著『内村鑑三を継承した人々（下）――
十五年戦争と無教会二代目』木鐸社、1977 年、303-304 頁。
５５ 柳父「矢内原忠雄――帝国主義とファシズム批判の預言者」、205 頁。
５６ 次の文章を参照。「戦争はあるのだからあると、簡単にその事実を是認して、さていくら戦争
しても決して悲観しない様に個人を慰め助けるといふのが、宗教の使命の全部でありませうか。
戦争といふこと自体、戦争の原因たる帝国主義そのものが神様の目から見て何だといふ事は、矢
張り一つの宗教問題であり、預言の対象であるのではなからうか。」（「宗教は個人的か社会的
か」『全集』18、240 頁）
５７「日本国民の使命と反省」『全集』19、235 頁。
５８ 同上、237-238 頁。
５９「日本の運命と使命」『全集』19、126 頁。
６０「新憲法について」『全集』19、246 頁。
６１「日本の運命と使命」『全集』19、125 頁。
６２「新憲法について」『全集』19、247 頁。
６３ 次の文章を参照。「外国人は天皇制として、制度の問題として見ます。併し我々にとつては天
皇は制度上の存在ではなくして、国民生活の中心として、国民生活上の存在である。丁度家庭に
於て親といふものを制度であると考へるか、生活であると考へるか、そこに考へ方の大きな相違
がある如くであります。･･････天皇は専制君主ではありません。また一つの制度でもありませ
ん。」（「日本の運命と使命」『全集』19、125-126 頁。）この引用文中における「親」という表現、
さらに、「･･････いはば家族的関係として、一家の家族が父の権威に服ふが如き意味に於て天皇
に服つて来た。」（「平和国家論」『全集』19、84 頁）という言葉から、矢内原が、家族国家観を持
っていたことがうかがえる。
６４ 安丸良夫『近代天皇像の形成』、15-16 頁。
６５「平和国家論」『全集』19、83 頁。
69
設置した国民精神文化研究所が発行したパンフレットである、吉田熊次『国民理想の確立』（青
年教育普及会、1932 年）、田中義能『日本文化の特色』（青年教育普及会、1932 年）、紀平正美
『国体の真意義』（青年教育普及会、1932 年）、安岡正篤『日本の国体』（青年教育普及会、1932
年）を参照。
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70
６６「国家興亡の岐路」『全集』19、170 頁。
６７ 次の文章を参照。「天皇を西洋人の考へるやうな専制君主としてでなく、我々の国民生活の中
心として、民族の宗家として尊み又親しむ。さういふ意味の忠君愛国の心。･･････何故それを今
日発揮しないか。･･････日本に於て、日本国の事を一番本気に、一番真面目に、一番私心なく考
へて、心配して行動せられたのは天皇御自身だ。本当に陛下はお気の毒だ。あんなに一生懸命に
なつてをられて、といふ国民的感情をば、なぜ泣いて率直にそのまま披瀝しないのか。」（「日本
の傷を医す者」『全集』19、83 頁。）
６８「平和国家論」『全集』19、171 頁。
６９ しかし、矢内原の「天孫降臨の神勅」解釈には危うさも見える。次の文章を参照。
「天孫降臨後天孫種族と日本国土の先住民との間には征服関係を生じたが、天孫種族内部に於い
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
ては天皇と国民の紐帯は元来政治的といふよりも社会的であつた。･･････問題はこの神話的なる
氏族社会の中に起源をもつ天皇の社会的意味が、その後に千年の歴史を通じて持続せられたとい
ふ事実にある。」（傍点引用者）（「日本国民の使命と反省」『全集』19、237 頁。）
このように、種族間の「征服関係」を容認するかのような言説が見られることは、注意が必要
である。これについては、他日詳しく検討する必要があるであろう。
７０「新憲法について」『全集』19、246-247 頁。
７１「民族と伝統」『全集』18、620 頁。
７２「新憲法について」『全集』19、247 頁。
７３ 同上、249 頁。天皇は最重要の位置にある公人であり、公の場で天皇が個人としての言動や行
動を自由になすことが不可能なのは自明のことである。特に敗戦直後はＧＨＱの厳しい管理下に
置かれており、当時そのことは報道もされていたことから、矢内原がその事実を知っていたこと
は明らかである。しかし、その事実を分かりきっている、矢内原ほどの知識人が、それでもなお、
天皇に「悔改の御言」を要求したのである。彼のその姿に、今日の我々からは想像も出来ないほ
どの、当時の人々の、天皇に対する敬慕の情の一端をうかがえないであろうか。
７４ 同上、249 頁。また矢内原は、「終戦六講演」の一つである、「国家興亡の岐路」（1946/2/11
大阪中ノ島公会堂での講演）において、この不満を、終戦の勅令を聞いた時から持っていたこと
を述べている。
「戦争は終つた、之は陛下の御英断であつて、陛下の御心は哭いてをられる、といふ感動を得た
な
のでありますが、率直に申しましてもう一足である。即ち陛下が日本国民を代表して、我が国は
天地の神に対して罪を犯した、間違つてゐた、といふ事を一言おつしやつて下されば満点である
と思つたのであります。」（「国家興亡の岐路」『全集』19、162 頁。）
７５ 天皇退位論が台頭していった当時の風潮については、ジョン・ダワー『敗北を抱きしめて
（下）』三浦陽一、高杉忠明、田代泰子訳、岩波書店、2004 年、63-97 頁ならびにハーバート・
ビックス『昭和天皇（下）』吉田裕監修、岡部牧夫、川島高峰、永井均訳、講談社、2005 年、216
-355 頁を参照。
７６ 天皇制を残した上で日本をキリスト教化し、反共の砦にするということが、ＧＨＱの対日政
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７７「英断」『全集』17、268-269 頁。
７８「日本の傷を医す者」『全集』19、157-158 頁。
（きくかわ・みよこ 同志社大学大学院神学研究科博士前期課程）
71
策であったため、天皇をキリスト者にすることはＧＨＱの占領政策の一環であった。そして、そ
のことは当時のマスコミが報じていたのであり、天皇をキリスト者にするというのは、キリスト
者であれば知っていた話であったため、これは矢内原特異の発言ではなかった。
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